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６
月
議
会
で
は
、
核
廃
絶
に
向
け
た
大
き
な
で
き
ご
と

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
れ
は
、
昨
年
国
連
で
採
択
さ
れ
た
「
核
兵
器
禁
止
条

約
」
に
つ
い
て
、
「
日
本
政
府
の
調
印
を
求
め
る
意
見

書
」
が
、
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
す
。 

 

こ
の
意
見
書
は
、
被
爆
者
団
体
な
ど
、
核
兵
器
の
廃
絶

を
求
め
て
活
動
し
て
い
る
市
民
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
請
願

に
基
づ
い
て
、
市
議
会
総
務
常
任
委
員
会
と
本
会
議
で
審

査
さ
れ
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。
全
文
は
左
の
通
り
で
す
。 

 

８
日
に
行
な
わ
れ
た
総
務
常
任
委
員
会
の
請
願
の
審
査

で
は
、
冒
頭
に
、
新
潟
県
原
爆
被
害
者
の
会
の
会
長
、
山

内
悦
子
さ
ん
が
請
願
の
趣
旨
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。 

 

実
際
に
被
爆
し
た
経
験
に
基
づ
い
て
、
切
々
と
語
る
話

に
は
、
委
員
会
室
が
静
ま
り
返
り
、
深
い
感
動
に
包
ま
れ

ま
し
た
。 

 

山
内
さ
ん
は
今
年
で
90
歳
と
の
こ
と
で
す
が
、
自
ら
の

被
爆
体
験
を
後
世
に
語
り
継
が
ね
ば
と
の
思
い
か
ら
か
、

実
に
し
っ
か
り
と
し
た
口
調
で
、
は
っ
き
り
と
体
験
を
語

り
ま
し
た
。 

 

下
に
山
内
さ
ん
の
説
明
の
概
要
を
掲
載
し
ま
し
た
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

審
査
の
結
果
、
委
員
全
員
の
賛
成
で
請
願
が
採
択
さ

れ
、
そ
の
後
、
18
日
に
行
な
わ
れ
た
本
会
議
で
も
全
会
一

致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

 

前
号
で
も
説
明
し
た
通
り
、
核
兵
器
禁
止
条
約
は
、
50

か
国
目
の
批
准
書
が
国
連
に
届
い
て
か
ら
90
日
目
に
発
効

し
ま
す
。 

 

日
本
は
、
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
り
な
が
ら
、
未
だ
に
調

印
す
ら
し
て
い
ま
せ
ん
。
一
刻
も
早
く
こ
の
条
約
が
発
効

す
る
よ
う
、
自
ら
も
調
印
・
批
准
す
る
と
と
も
に
、
各
国

に
調
印
・
批
准
を
促
す
の
が
、
被
爆
国
の
使
命
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

   私は女学校４年生の時に広島で被爆しました。父は内務省、

いまで言えば国土交通省職員。学徒動員先の工場は爆心地にあり

ましたが、原爆が落とされる２週間ほど前に引っ越していたか

ら、こうして生かされています。 

 新潟には被爆者は最初300人ほどおり、全部兵隊さんでした。特

に魚沼の方にたくさんおられました。いまはほとんど生きていま

せん。十代の被爆者は私ひとりで、父の転勤で新潟県人になりま

した。 

 髪の毛はすぐに抜けず、３年ぐらいたってから抜けました。髪

も眉もまつ毛も抜けると、自分の顔を見るのも怖いぐらいでし

た。貧血がひどくて、私はじき死ぬと思っていましたが、夫が先

に逝き、私が一人残っています。 

 今、被爆体験の話をあちらこちらでしています。核兵器を持っ

ての平和など絶対ありえません。世界が平和になるために、核兵

器の廃絶ということを心から願っています。 


